
家で、近所で　　

「ちょボラ」
「ちょボラ」ちょっとしたボランティア活動の

ことです。地域の清掃活動やリサイクル、節電

など、ちょっとした心がけが地域に＆地球にや

さしいボランティア活動になります。
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■かみす社協ニュースは再生紙を使用しています
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ふれあいサロンめだか日 新港公民館30

～

水26 精神保健デイケア青空 保健・福祉会館26

精神保健デイケア木 はさき福祉センター27

ほっとサロン火 大野原児童館４

さわやか会食会（神栖地区）土 保健・福祉会館22

精神保健デイケア(波崎地区)木 はさき福祉センター13

精神保健デイケア青空水 保健・福祉会館12

精神保健デイケア(波崎地区)
ボランティアキャラバン

木
はさき福祉センター
深芝小学校

６

～ 地域の皆さんと共に住みよいまちづ くりを目指して ～　　神栖市立軽野小学校編

　軽野小学校では、４年生児童が、総合的な学習の中で福祉について

の学習を６月より始めています。最初に「福祉とは何か」から始まり、

当事者の話を聞こうと、高齢者や障害者を学校に招き、日常生活の様

子やその中で工夫していること、自分の趣味、まちで親切にされて良かったことなどをお話

し頂きました。その後に車椅子・アイマスク・高齢者疑似の各体験を実施し、老化による行

動の変化や障害を抱える方が外出する事の大変さを確認しました。

　今回のキャラバンで児童たちは、自分の身近なところにも、いろいろな人が、自分たちと

同じように生活している事を知り、体験では当事者の気持ちに近づくことができたようで

す。「今度まちで会ったら車椅子を押してね」という呼びかけに、多くの児童がうなずいて

いました。お話をした方も、小学生から元気をもらえたと嬉しそうでした。

　この後は学校での「調べ学習」などを通して、高齢や障害に対する理解をさらに深めてい

くそうです。この福祉体験をきっかけとして、将来軽野小学校地域に“やさしさ”があふれ

てくると良いですね。

具体的な福祉への取り組み状況
（軽野小学校　平成１７年度）

車椅子で生活している方のお話。外出先で「何かお手伝い

しましょうか？」と声を掛けられるととても嬉しいそうです。

ゴーグルをかけて白内障（加齢に伴

い目のレンズが濁る病気）の体験を

しています。文字が見づらく、文章を

探せませんでした。

軽野小学校でのキャラバンは？

ボランティアキャラバンのお問い合せは神栖社協ボランティアセンターまでお寄せ下さい（神栖支所0299-93-

0294、波崎支所0479-48-0294）。学校に限らず、企業や医療機関からのご相談もお受けしています。

精神保健デイケア青空
子育てサロンダンボ

水
保健・福祉会館
　　　〃

５

精神保健ピアサポ－トグル－プ青空
子育てサロンダンボ

金
保健・福祉会館
　　　〃
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精神保健ピアサポ－トグル－プ青空
ことばと発達相談室

金
保健・福祉会館
はさき福祉センタ－

21

精神保健ピアサポ－トグル－プ青空
ことばと発達の相談室

金
保健・福祉会館
　　　〃

28

高次脳機能障害を考える会(10:00～)土 保健・福祉会館15

・６年生が１，２年生に本を読んであげたり、毎朝一緒に清掃をする

・社会福祉施設等での訪問交流（高齢者施設、保育所等）

・運動会や軽野フェスティバルへ地域の方々を招待

・栽培委員会を中心とした、花とみどりのきれいな学校づくり

・人権教育、特別支援教育等についてのビデオ学習

・軽野小クリーン作戦(学期末に全校生徒で学区内のゴミ拾い)

チャレンジ！　サマーボランティア

　問合先　神栖市社協ボランティアセンター　神栖支所　0299-93-1029　波崎支所　0479-48-0294　

７月・８月は『ボランティア体験月間』です
　総務省が実施している「社会生活基本調査」の過去２回の調査によると、１年間にボランティア活動をした方が

25.3％から28.9％と3.6ポイント上昇しています。特に10代前半から20代前半では約10％も上昇し、ボランティア活動

が若い世代を中心に大きく広がっていることがわかります。

　また、「広がれボランティアの輪(全社協ボランティア活動振興センター内)」では７月・８月を『ボランティア体験

月間』と提唱し、全国的にボランティア活動への参加を呼びかけています。神栖社協でも、「関心はあるけれど、きっ

かけがない」「どのような活動があるのかわからない」「学校や仕事で活動できる時間がない」などボランティア活動

をしてみたいという気持ちがあっても、活動まで至らなかった方々の気持ちを応援します。

　あなたもこの「ボランティア体験月間」を機会にボランティア活動にチャレンジしてみませんか。

収集ボランティア
使用済切手や使用済カード、書き損じは

がき、プルタブ、ベルマーク、未使用タ

オルなどの寄付をボランティアセンター

で受け付けています。

施設ボランティア
児童館や高齢者、障害者施設などに集まる人々との楽しい交流。

将来、保育士や介護の仕事を目指している方にもオススメです。

　この他にも、みなさんの生活スタイルに合わせ、誰でも活動

に参加できるようボランティアセンターは応援しています。

イベントボランティア
８月27日(日)に文化センター周辺で行う福祉・ボランティアの祭典

"ふれ愛フェスティバル"の運営ボランティアとなってみませんか。

「総合的な学習」は自ら考え判断、行動し、問題解決の能

力や人を思いやる心や感動する心等、豊かな人間性と生き

るための力を身につける事等を目標にしています。

・学校新聞やボランティア委員会広報紙での周知、

　全校朝会等での呼びかけ

・ボランティア委員会による収集活動（プルタブ､使

　用済切手､使用済テレホンカード､ベルマーク等）

・募金活動（ユニセフ募金、緑の羽根募金、

　複十字シール募金、友情の絵はがき募金）

精神障害者家族のつどい
第105回地域ネットワーク勉強会
平泉わくわくサロン
ボランティアキャラバン（～12日）

火

保健・福祉会館
　　　〃
西部コミセン
神栖二中

11

精神保健ピアサポ－トグル－プ青空

ことばと発達の相談室
介護者の会わかば
ボランティアキャラバン(看護師体験生)
さわやか会食会(波崎東部･西部地区)

金

保健・福祉会館

　　　〃
　　　〃
鹿島労災病院
はさき福祉センタ－

14

第147回地域ケアシステム専門ケアチーム会議
(精神障害者地域生活支援ネットワーク会議)

　　　〃

　ボランティアキャラバンは、「福祉」や「ボランティア」という言葉を、様々な体験学習によって「からだ」で感じ「こ

ころ」で覚える、社会福祉協議会の出前福祉講座です。ボランタリーな「やさしい心」を育むとともに、高齢者や障害者の正

しい理解をめざしています。その名の通り、注文があれば学校や会社・病院などみなさんが「普段過ごしている場所」へ、講

座・体験メニュー盛りだくさんでお届け。昨年度は年間72回、延べ3,670名のもとへおじゃましました。

　「年を取ると(昔のように)身体が動かなくなる」、や「目が不自由になると大変だ」など、なんとなく分かっているつもり

でいても、実際にはどんなことが、どれくらい大変になるのでしょう？

そしてお年寄りや障害者はどんな気持ちなんだろう？　それを考える

方法の一つとして、実際に同じ身体状況を疑似体験してみようという

のが、この出前講座のねらいです。また、お年寄りや障害のある方ご

本人をゲストとして紹介し、「どんな気持ち？」など直接話を聞く機

会を設けることもあります。

　今シリーズでは体験した方達が気づいたこと、学校等の福祉活動へ

の取り組み、キャラバンに協力して頂いているキャラバンサポーター

の活動や地域の交流をお伝えしていきます。

一休の会(アスペルガ－症候群を考える会)
わくわくサロン泉

土
保健・福祉会館
泉町公民館

８

精神保健デイケア(波崎地区)
わくわくサロンひばり

木
はさき福祉センター
ばんなん賀

20

精神保健ピアサポ－トグル－プ青空
(ひよこ)子育てふれあい広場
ことばと発達の相談室
わくわくサロン知手浜
ふれ愛フェスティバル運営委員会

金

保健・福祉会館
　　　〃
はさき福祉センタ－
知手浜公民館
保健・福祉会館

７

～例えばこんな活動があります～


